
 

平成２６年３月２５日 学位授与式・式辞（松江）  

 

本日、島根県副知事様をはじめ、多くのご来賓の皆様のご臨席を賜り、学位授与式を挙行し、皆

さんの門出をお祝いできることは、島根大学として大きな喜びであります。 

法文学部、教育学部、総合理工学部及び生物資源科学部の四学部９６５名の学部卒業生、並

びに大学院人文社会科学研究科、教育学研究科、総合理工学研究科、生物資源科学研究科及

び法務研究科の五研究科１９５名の大学院修了生、並びに博士号授与者１名、合わせて１，１６１

名の皆さんに対して心からお祝い申し上げます。 

また、この日まで、卒業生、修了生の皆さんの成長を、大きな期待を持って見守って来られたご

家族、関係者の皆さま方にも、本学教職員・在学生と共に、心からお慶び申し上げます。 

 皆さんは、それぞれの学問分野で、高い目標をもって困難な道に挑まれ、今日ここに、めでたく、

卒業、修了の日を迎えられました。この間、皆さん自身の弛まない努力と精進があったことは申し上

げるまでもありませんが、熱心に指導にあたられた先生方、在学中の長い年月を絶えず励まし、支

えて来られたご家族や友人の皆さん、そして、よりよい学生生活を送れるようご支援をいただいた地

域の皆さんや本学職員の皆さんのおかげがあったことを忘れてはなりません。また、国立大学であ

る島根大学で多くの国費により高等教育を受けられたことを肝に銘じ、これから社会に対する恩返

しをしていく気持ちを忘れないで下さい。 

さて、皆さんはこの後、それぞれの専門分野で培った能力を生かして社会で活躍される、あるい

は、さらに高度な専門的能力を習得するために進学されることになるでしょう。島根大学で教育を受

けられた皆さんを社会に送り出すことができますことは、島根大学としての大きな誇りです。学位記

を手にしたということは、皆さんがそれぞれの専門的知識を習得し、また多くの友人や教員との触れ

あいのなかで人間的にも立派に成長したことを証明するものです。この学歴が皆さんの社会的信

用を裏付ける一方で、皆さん自身もこの学歴に恥じない活躍をする責任を負ったことにもなります。

卒業、修了したということは一つの目標を成し遂げたことであり、大いに価値のあることですが、この

後、如何に社会の一員としての使命と責任を果たしていくのかが、より一層重要なことです。皆さん

には、高い倫理観に基づいて、それぞれの分野で責任ある役割を担うという自覚を持っていただき

たいと思います。 

 同時に皆さんは、社会から、高等教育を受けた知識人、教養人であることが期待されます。教養

ある知識人は、世の中には多様な価値観があることを理解し、異なる文化や価値観を尊重できる人

でなければなりません。これからさらにグローバル化が進みます。諸外国の文化を理解するにはま

ず自分の国、郷土の文化を知ることが必要です。第二のふるさとを含め、ふるさとを愛せる人こそが

国を愛することが出来、グローバルな感性を持って本当の意味の国際交流が出来る人だと思いま

す。グローバルな考えを持って各々の地域で活躍することが重要です。 



 

社会に出て落ち着いたら是非日本のルーツともいうべきこのふるさとの歴史、文化をもう一度見直し

て頂きたいと思います。 

小泉八雲はイギリスの日本研究家チェンバレンによる「古事記」の英語訳を読んで日本にあこが

れて来日、そして松江に住み、古い出雲の国をこよなく愛して、「知られざる日本の面影」を書き上

げ、世界に日本の素晴らしさを紹介しました。 

東日本大震災から３年が経ちましたが、この未曾有の悲劇は、また日本が失いそうになっていた

大事な心、小泉八雲が教えてくれた古き良き日本の心を思い出させてくれました。経済効率、便利

さのみを求めた一極集中、都会志向が進み、田舎の良さ、大事さが忘れられていたことにも気付き

ました。災害の際には田舎の隣組が大事であることも示されました。そして、世界から褒められた秩

序ある助け合いの対応はまさに日本の思いやりの心でした。東京オリンピック誘致で滝川クリステル

さんの「おもてなし」が一躍有名になりました。桜田門で非業の死を遂げた幕府の大老、井伊直弼

は茶の湯の名人でもあり、「一期一会」をもてなしの心の基本としていました。相手の気持ちになっ

て、この場限りと思ってもてなすことは大変難しいことですが、相手の心に深く響き、決して忘れな

い感謝の気持ちとして刻まれます。この気持ちこそが実は、社会人として立派に生き抜くために最

も大切なものです。 

 みなさん、島根大学の前身である島根県尋常師範学校で教鞭を執った小泉八雲が教えてくれた

ふるさとの良さ、日本の素晴らしさを忘れずに、これからもずっと、島根大学を応援していただきた

いと思います。島根大学は同窓会と共にいつまでも皆さんを応援し続けます。 

 最後にみなさんの今後のご活躍を心から祈念して、式辞といたします。 

 

               平成２６年３月２５日 

島根大学長  小林祥泰 


